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  教員の教育力向上に向けた全学的なティーチング・ポートフォリオの取組について 
 

羽衣国際大学 学長 中川 恵 
 
本学園の建学の精神「『愛真教育』に基づく自由・自主・自立・個性尊重の人間教育を通して社会に有為な人材を育

成する」、大学の使命・目的「これからの共生社会において主体的に行動する実践的職業人の育成」を目指す上で、
不断の教育改革を欠かすことはできません。 
本学の教員一人ひとりが自らの教育活動について、その理念や責務を明らかにしつつ、具体的な活動を記録し振り返

り、それらを組織的に共有することは、個々の教育活動の質を向上させるとともに、大学全体の教育力を高めることに
つながります。 
以上の趣旨を踏まえ、本学では、以下のとおり「ティーチング・ポートフォリオ」の作成を行うこととします。 
大学教育の根幹である個々の授業を担当される各位におかれては、全学教育及び各学部学科等における教育活動を学

生・教員双方にとってより意義深いものとするため、「ティーチング・ポートフォリオ」の作成に、ご理解、ご協力をい
ただきますようお願いいたします。 
 
1. 羽衣国際大学 ティーチング・ポートフォリオの定義 

 本学のティーチング・ポートフォリオは、本学の建学の精神、教育上の使命・目的、全学及び学部学科等ポリシ
ー等を踏まえ、自らの教育活動について、以下の項目に基づいて教育理念から成果までを自己省察し、記載するも
のとし、これらを裏付ける根拠資料によって構成します。 

（1） 責務（何を行っているか） 担当科目など 

（2） 理念（どのような考えに基づいて行っているか） 教育上のもっとも大切にしていること 

（3） 方法（その考えをどのように実現しているか） 理念を実現するために工夫していること 

（4） 成果と課題、今後の目標 

 

2. 作成・活用について 

(1)ティーチング・ポートフォリオは、原則として教育活動に従事する全専任教員を対象として毎年度作成し、所
属長（各学科長、共通教育開発センター長）に提出します（電子ファイル）。 

(2)所属長は、各教員から提出されたティーチング・ポートフォリオの内容を確認し、学科等の三つのポリシーと
の整合性のチェックするほか、カリキュラム編成などの参考とします。 

(3)ティーチング・ポートフォリオの活用は、内部質保証委員会、自己点検・評価委員会、IR推進委員会、学科会
議、教学委員会、FD委員会など関連する会議体と連携して取り組みを推進します。 

 

3. 運用について 

ティーチング・ポートフォリオの運用は大学事務局（総務課、教務支援課）が行います。 

 

4. 公表について 

ティーチング・ポートフォリオは、教育改善・教育の質向上に資するため、本学ホームページ等を通して公表しま
す。 

 



１．責務 

「＊」ではじまるコメントは執筆時には削除してください。 
全学共通英語科目及びグローバルチャレンジプログラムを担当しています。 
令和 6（2024）年度の担当科目をご記載ください（科目名称、科目分野、配当学年）。 
【前期担当科目】 ※クォーター実施科目の場合は配当学年の後に第１Q等とご記載ください 
科目名称 科目分野 配当学年 備考 クォーター 
海外研修論 基盤教育科目 1～4 年  
総合英語ⅠB 基盤教育科目 2～4 年  
基礎英語Ⅰ 基盤教育科目 1～4 年  
総合演習 IIA 基盤教育科目 3～4 年  
国際社会と日本 基盤教育科目 1～4 年  
    
    

 
【夏期集中】 
科目名称 科目分野 配当学年 備考 クォーター 
    

 
【後期担当科目】 
科目名称 科目分野 配当学年 備考 クォーター 
総合英語ⅡB 基盤教育科目 2～4 年  
海外研修論 基盤教育科目 1～4 年  
基礎英語 II 基盤教育科目 1～4 年  
総合演習 IIB 基盤教育科目 3～4 年  
International Society 
and Japan 

基盤教育科目 1～4 年  

国際協力論 専門科目（現代社会学科） 3～4 年  
プロジェクト演習 基盤教育科目 1～4 年  

 
【春期集中】 
 
科目名称 科目分野 配当学年 備考 クォーター 
    

 
 

２．理念 

＊自身の教育に対する理念（教育者としての自覚、大切にしていること、学生への期待や想いなど）を記述します。 
＊建学の精神、教育上の使命・目的、3 つのポリシー（特にディプロマ・ポリシー）を踏まえてご記載ください。 



5～10 行以内でご記載ください 
大学での学びが、社会への関心を深め、社会の中で自分が果たす役割を考えられるような授業を心

がけています。 
全学的ディプロマ・ポリシーとの関係では、下記の項目に力点をおいています。①語学科目は、DP2-

1（基本リテラシー）「外国語運用能力」の育成、②「海外研修論」と「国際社会と日本」は、DP1-1 
（多様性への理解）「人間、社会、文化、地域の多様性についての基本知識の習得と多様な価値観の理
解」、③「プロジェクト演習」は、DP4-1（課題解決力）「情報収集力、分析力、課題解決に向けた行動
力の育成」、④「国際協力論」は、DP1-2（レベル４） 「修得した専門的知識を活用して、社会現象の
問題点を把握し、その改善策を提案」 ⑤「総合演習」は、DP1-1（レベル４）「価値観が異なる人々
と共通課題を発見し、解決に計画的に取組むこと」を大切にしています。 

 
以下の項目については、後期授業終了後、ご記載いただきますので、現時点では記載不要です。 
 
３．方法 

＊ 自分の行っている教育方法について説明します。教育方針を見出しとし、その方針を具体化するための方法を箇条
書きで示します。 
＊ 例えば、教授方法、授業内での工夫、開発した教材、授業以外の諸活動、自己研鑽などです。 
記載例） 
教育方針１ 時間を守ること（社会人基礎力） 
 工夫①：初回授業のオリエンテーションで時間厳守の授業方針を伝えています。 
 工夫②：・・・・ 
 
教育方針２ 自宅外学習習慣（予復習）を身につける 
工夫①：授業が授業内だけで完結するものではなく予復習と一体であることを説明。 

 工夫②：予復習が習慣化するよう毎回、復習を前提とした予習を課し成績評価に反映。 
 
教育方針３ 学習のアウトカムの出す 
 工夫①：・・・・ 
 工夫②：・・・・ 
 

 
 
 
 
４．成果と課題、今後の計画 

＊ 自分の行った教育活動の成果と課題を箇条書きで示します。 
＊ 正課については、学生からの授業評価、学生の学修成果として、理解が深まった、興味関心を高めた、資格取得につ

ながった、進路決定につながった、学生が学会等で発表した、学生が表彰されたなど。 
＊ ご自身の教育活動を学会等で発表したり、論文等にまとめられたりした場合は、成果として記載してください。 



＊ 課題については成果を踏まえつつ、どのような課題が残されているか、教育をさらに発展させていくための計画につ
いて記載してください。 

記載例） 
【成果】 
〇自走的・継続的英語学習と資格取得等（TOEIC、英検等）に繋げることができた 
〇積極的な学修姿勢を涵養できた（プロジェクト演習、英語スピーチコンテストなど） 
〇英語学習と成果に関するデータを分析することができた。 
〇英語カリキュラムに共通要素を取り入れることができた。 
〇・・・・ 
 
【課題と今後の展望】※今後、取り組みたい内容などでも結構です 
〇・・・・・・・・・ 
〇・・・・・・・・・ 
 

 
 
＊ 表紙を含め、全体として、3～５ページ程度までとします。 
【添付資料】 
＊ TP の記載内容を客観的に示すためのエビデンスとなる資料項目を箇条書きで列挙します。 
＊ 電子データの添付は不要ですが、関連 URLがある場合はタイトルの後に付記してください。 
 


